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弊社工場から出荷後18ヶ月以内、もしくは試運転開始後12ヶ月以内とし、いずれか早く終了する期間内とします。

　保証期間中に弊社側の責により故障を生じた場合は、その製品の故障部分の交換または修理を、その製品のご購入あるい

は納入場所において無償で行わせていただきます。（日本国内に限る）

ただし、以下に該当する場合は、有償とさせていただきます。

● 弊社のカタログ・取扱説明書・取扱注意書または別途取り交わした仕様書などで確認された以外の、不適当な条件・
　 環境・取扱い並びに使用の故障の場合。
● 納入品の故障原因が弊社製品の瑕疵以外の事由による場合。
● 弊社以外による改造または修理による故障の場合。
● 弁類等の設計仕様条件として与えられなかった条件での使用または与えられた条件からは予知できなかった事象に起因
　 する故障の場合。
● シート・グランドパッキン等が著しい摩耗・腐食・変形した場合。
● 良好でない消耗品（潤滑剤・パッキン等）を使用された場合。
● 高頻度での開閉動作等の使用において不適切な保守・点検に起因する故障の場合。
● 電源、空気源に起因する故障の場合。
● 製品へのゴミ等異物の流入・噛込みに起因する破損・故障の場合。
● 野積み等不適切な製品の保管に起因する破損・故障の場合。
● 火災、水害、地震、落石その他の天災地変に起因する破損・故障の場合。
● その他弊社の責任と見なされないことに起因する破損・故障の場合。

※尚、ここでいう保証は、納入品単体の保証とします。
　納入品の故障により生じた損害は、ご容赦願います。

　製品は予告なく製造中止、改良を行うことがあります。製造、販売中止をした製品につきましては、中止後5年を経過した
場合、その製品の提供、部品供給、修理等に応じかねる場合がありますのでご容赦願います。
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■取扱注意事項　ご使用に際しては、製品同梱の「ナイフゲートバルブ取扱注意事項」必ずお読みいただき、正しくお使い下さい。
■配管時の注意事項

● 表示内容を無視して誤った取扱いをした時に生じる危害や損害の程度を、次の表示
    で区分し、説明しています。   

この表示は、「死亡または、重傷を負う、または重大な物的損傷が
発生する可能性が想定される」内容です。警告
この表示は、「人が傷害を負う可能性、またはバルブの損傷が発
生する可能性が想定される」内容です。注意

● お守りいただく内容の種類を、次の表示で区分し説明しております。   

この表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

● 配管フランジ面の傷、歪みがなく、芯・平行度等のズレをなくしてください。モレの原因となります。          
● 配管内および配管フランジ面の清掃（フラッシング）を取り付け前に行ってください。取り付け後の清掃はバルブを傷つけ、モレの原因となるおそれがあります。
    （PTFEシートタイプは特に傷がつきやすいので注意してください。）          
● 配管作業において、バルブを吊り下げる場合はバルブの首部を傷つけないナイロンスリング等でバランスを確認のうえ、吊り下げてください。駆動部を吊り下げ
　 るのは危険ですので絶対に避けてください。また、吊荷の下に入らないでください。          
● この型式のバルブは、配管ガスケットを必要とします。配管の際はフランジの中心にバルブ、配管ガスケットを合わせてください。なお、このバルブには渦巻き
    ガスケットは使用できませんのでご注意ください。配管フランジの面間はバルブ面間より６mm～10mm程度ひろげた状態で挿入してください。合成ゴ
ム、PTFEシートタイプはセットリング方式になっており、配管端末には必ず相フランジで挟みこんで配管してください。

● バルブをエルボなどの直近下流側に配管すると、バルブの弁体に流速及び圧力分布が起こりバルブに悪影響を与えることがあります。バルブはできる限り
    エルボの手前に取り付けてください。          
● 自動弁（シリンダ、電動式）において、駆動部が水平面より下になるような取り付けは避けてください。自動弁においてバルブが垂直方向以外となる取り付け
    をされる場合、駆動部にサポートを取り付けてください。          
● バルブを全開状態にして、バルブの弁棒、プレートが周囲のものに当たらないことを確認してください。          
● 配管ボルトの締め付けは、均等な力で平均に締め付ける必要があります。対角線上のものから交互に均等な力で締め付けてください。 片締めはモレの原因と
    なります。 
● バルブを取り付けてからのフランジ溶接及び、配管フランジ溶接後直ちにバルブの取り付けは避けてください。熱でシートの損傷・バルブ本体の変形の

 

    原因となります。配管フランジを溶接する場合、バルブの取り付けは、フランジの温度が十分に下がってからにしてください。（素手でさわれる程度）
● 合成ゴム、PTFEシートタイプのバルブは、プレートを開度10％程度の状態で出荷しておりますので、 この状態で配管してください。  動かされますとバルブ
    のシートモレや作動不良の原因となる恐れがあります。
● 逆流れで使用される場合、納入図を確認頂くか、お問い合わせください。     

■配管後の注意
●

● 手動式のバルブを開閉するために二次的な道具（例：ハンドル回し等）を使用して開閉しないでください。バルブ損傷の原因となります。
● このバルブはパッキンの応力緩和による締付力の低下から流体のモレが考えられます。試運転や運転中にモレ発生の場合は必ずパッキン押えナットをモレが
    止まる状態まで増し締して下さい。ナットは片締めしないでください。
● バルブの機能上、バルブ口径内にあるものは切断しますので、バルブの作動確認は必ず配管後に行ってください。特に、シリンダ式バルブは運転中に            
    プレートが急に動くため危険です。

          

● 電動式バルブにおいて、手動式ハンドルで操作する場合、元の電源を切ってから作業を行ってください。
          

■保守・点検
● 定期点検：1年に1～2度は、プレートの腐食、シートの磨耗状態、グランド部からのモレを点検してください。

          

● 配管フランジからのモレが発生した場合は、一旦、圧力を下げたのち、フランジボルトを増し締めしてください。なお、締め付けは対角線上のものから交互
  に均等な力で行い、片寄りのないようにしてください。グランド部からモレが発生した場合は、グランドボルトをモレが止まるまで均等に増し締めしてください。

          

●バルブの点検および修理作業で配管より取り外す場合は、元バルブを閉め、配管内の流体がなくなってから行ってください。なお自動式のバルブにお
   いては事前に操作動力源を切り、動かない状態で作業を行ってください。

■その他の注意事項
 

          
● バルブに物を置く、乗る等の行為は絶対に避けてください。ケガやバルブ損傷の原因となります。
● シリンダ式バルブのシリンダ操作圧力は、0.4MPａ～0.7MPａの範囲内で使用してください。

          

● シリンダ式バルブのシリンダ操作圧力は常に保持してください。操作圧力が低下すると、流体の状況により弁体位置を保持できない恐れがあります。
● バルブを短時間で開閉すると流体仕様によっては、ウォーターハンマー現象を起こし、バルブその他機器類に損傷を及ぼす恐れがありますので、
　 短時間での開閉は注意してください。

警告

注意

 CAT-336J-ＡIAJ-JB-J-EI

流体制御の明日を開く

配管の耐圧試験を行う際は、バルブを閉止フランジの代用にせず、必ず弁体を開状態にして試験を行ってください。この時の圧力はバルブの耐圧試験圧力を
超えて行わないでください。

※尚、セットリング方式（合成ゴム、PTFEシートタイプ）にはゴム等軟質系の配管フランジパッキンを使用しないでください。



336Jは、実績と信頼を誇るOKMのナイフゲート技術がより洗練され、苛酷な
流体制御条件に応えたオールステンレス（50～300Aはロストワックス製法）
構造を採用。
流体仕様に応じて、シートを選べるマルチシートタイプを採用。製紙、石油、化学、
食品、鉱山、下水処理などの業界、制御の難しいスラリー・パルプ・粉粒体な
どの高濃度・高粘度の流体制御に最適なナイフゲートバルブです。 　

　ナイフゲート本体はステンレス材SCS13（ 300A以下はSCS13 A）を標準としており、耐蝕性・
耐摩耗性に優れているため、苛酷な流体制御条件においても長寿命な設計となっています。

　プレートはステンレス材SUS304を標準としており、耐腐食にも頑強な設計となっています。仕上
面は弁座部との密着度も高く、微細粉粒体や高濃度スラリー繊維状流体も閉止することができます。

PTFEシート

※1

手動ハンドル式操作性向上
　手動ハンドル式の弁棒の構
造を二条ネジ（300A以下）
にすることにより、開閉速度
が2倍になりました。また、
握りやすいハンドルに給油
用グリスニップルとスラスト
ベアリングを内蔵してハンド
ル操作を軽快にしました。

配管への取付方法は、通常の場合では（流れ方向を鋳出しマークで表示）弁プ
レート側からの流れ方向でのご使用です。粉粒体等タンクホッパー下部への逆
取付も可能ですが別途お問い合わせ下さい。
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　近接スイッチ、リミットスイッチ、電磁弁、ポジショナー、シリンダ式手動開閉装置の他、 Vポート、プ
レートケース付き、蛇腹付きシリンダー、ロングヨーク等さまざまなオプションにも対応できます。
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配管内流体物により弁座シートをメタル・PTFE・合成ゴムの3種類の中か
ら、用途別に合わせて最適なシートを選ぶことが可能で非常に便利な構造
造です。


